
町長発！

　
春
に
な
り
、
山
に
入
っ
て
わ
ら
び
、
葉
わ

さ
び
や
す
ず
こ
な
ど
山
菜
採
り
を
楽
し
ま

れ
る
方
が
増
え
る
時
期
で
す
が
、
ク
マ
や
イ

ノ
シ
シ
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
今
月

は
鳥
獣
対
策
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
鳥
獣
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
シ
カ
の
食
害
は
深
刻
で
、
農
林
業
の
被
害

の
み
な
ら
ず
、
森
の
下
草
が
食
い
尽
く
さ
れ

林
床
が
裸
地
化
す
る
こ
と
で
、
森
林
の
保

水
力
の
低
減
や
豪
雨
時
の
土
壌
崩
壊
な
ど

国
土
保
全
機
能
の
低
下
が
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
カ
の
数
は
、
県
内
で

の
伸
び
は
鈍
化
し
、
町
内
で
は
こ
こ
数
年
減

少
傾
向
で
、
隣
の
八
頭
町
や
岩
美
町
に
生

息
域
が
移
動
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
の
間
隙
を
縫
う
よ
う
に
、
最
近
イ
ノ
シ

シ
が
増
え
て
い
る
と
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、

イ
ノ
シ
シ
が
媒
介
す
る
豚
熱
ウ
ィ
ル
ス
が
約

２
年
前
に
県
東
部
で
確
認
さ
れ
て
以
来
、ま

だ
収
束
し
切
っ
て
い
ま
せ
ん
。
養
豚
農
家
の

消
毒
等
の
ご
負
担
は
も
と
よ
り
、
狩
猟
者
に

と
っ
て
も
、
処
分
し
て
も
移
動
制
限
に
よ
り

29
工
房
に
持
ち
込
め
な
い
た
め
自
前
で
埋

設
処
理
す
る
ほ
か
な
く
、
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
町
内
で
の
ク
マ
の
目
撃

情
報
が
24
件
と
増
加
し
、
学
園
附
近
の
川

辺
で
も
目
撃
さ
れ
ま
し
た
。
ク
マ
は
保
護
獣

で
あ
り
、シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
罠
に
錯
誤
捕

獲
さ
れ
た
場
合
は
奥
山
へ
放
獣
す
る
の
が
原

則
で
す
が
、
例
外
と
し
て
、
人
里
近
く
で
捕

獲
さ
れ
た
場
合
は
再
出
没
の
恐
れ
か
ら
殺

処
分
す
る
の
が
通
例
で
す
。
昨
年
度
は
町

内
で
10
件
、全
県
で
は
１
１
１
件
と
統
計
を

取
り
始
め
て
か
ら
最
多
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
畑
を
荒
ら
す
ハ
ク
ビ
シ

ン
、ア
ナ
グ
マ
、イ
タ
チ
な
ど
の
小
動
物
は
昨

年
度
町
内
で
約
50
匹
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
は
、捕
獲
を
行
う

「
個
体
群
管
理
」、
柵
の
設
置
な
ど
の
「
侵

入
防
止
対
策
」、
放
任
果
樹
の
伐
採
や
緩
衝

帯
の
整
備
な
ど
の
「
生
息
環
境
管
理
」の
３

本
柱
が
基
本
で
す
。
こ
の
う
ち
「
個
体
群

管
理
」、つ
ま
り
捕
獲
し
て
個
体
数
を
減
ら

す
抜
本
的
な
対
策
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
が
猟
友
会
で
す
。
現
在
、
若
桜
町
猟

友
会
は
会
員
が
22
名
、
こ
の
う
ち
大
型
獣

の
駆
除
に
必
要
な
猟
銃
の
保
有
者
は
12
名

で
、
高
齢
化
に
よ
り
減
少
傾
向
で
す
。
危
険

と
隣
合
せ
の
重
労
働
で
す
が
、
町
民
の
農
業

生
産
や
日
常
生
活
の
安
全
に
は
欠
か
せ
な

い
任
務
で
あ
り
、
ま
た
今
や
本
町
の
特
産
品

で
あ
る
ジ
ビ
エ
の
振
興
に
も
ご
協
力
い
た
だ

い
て
お
り
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
鳥
獣
駆
除
の
体
制
が
安

定
的
に
維
持
で
き
る
よ
う
、
町
と
し
て
も
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て
狩

猟
者
を
確
保
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　農地を耕作目的で売買等をする場合は、農地法第３条の規定により、あらかじめ許可を受
けなければなりません。
　この許可がなければ、農地の売買を行っても所有権移転登記ができませんので、必ず許可
申請書を農業委員会に提出し、許可を受けましょう。
　ただし、次のような場合には許可することができません。

●農地取得後に継続的に耕作しない場合
●農地を他人に転貸したりして自ら耕作しない場合

　各許認可等の申請の締め切りは毎月20日で、翌月の10日前後に開催される農業委員会総
会で審議いたします。詳しくは、農業委員会までお問い合わせください。

５月14日（水）に定例農業委員会総会を開催しました。

お問い合わせ
農業委員会事務局　
☎（82）2236　IP ☎9（82）2238

報告事項
・公共事業の施工に伴う附帯施設設置に係る農地転用報告書 ３件
審議事項
・農用地利用集積等促進計画書の決定について 31件

には許可が必要です

農地の売買や貸借

07 広報わかさ2025 年 6月号


